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６
月
配
日
・
羽
日
で
岡

崎
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー
に
て
和
名
の
‐
出
席
の

Ａ
寺
Ⅱ
Ａ
ｕ
Ｊ
Ｊ
－
可
，
ｊ
Ａ
ｖ
０
４
で
ｒ
“
ロ
図
ｖ
ｌ
斗
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・
ａ
毎
曲
ｒ
，
口
歪
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ｒ
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▲
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一
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強
し
た
い
で
す
。
そ
れ
か

ら
、
ポ
ケ
ベ
ル
、
携
帯
電

話
が
気
に
な
っ
た
。
失
礼

だ
が
、
非
常
識
で
あ
る
。

そ
れ
な
り
の
連
絡
方
法
が

あ
る
は
ず
で
あ
る
。
経
営

者
な
ら
気
を
く
ば
る
べ
き

だ
と
思
う
。

東
三
吉
田

も
と
行
わ
れ
ま
し
た
ｃ

理
事
長
の
挨
拶
の
中
で

分
離
発
注
を
め
ざ
す
そ
の

始
め
よ
う
と
思
う
。
和
名

の
出
席
者
の
皆
様
、
２
日

間
座
り
っ
ぱ
な
し
で
腰
が

痛
く
な
っ
た
で
し
ょ
う
。

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
又
、

講
師
の
方
々
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

追
伸
、
個
人
的
に
で
す
が

風
荷
重
、
雨
量
計
算
の
勉

千
３
３
３
３
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
設

一
◇
県
板
事
務
局
夏
期
休
暇
◇
》

》
》

》
日
頃
は
、
組
合
事
務
に
ご
協
力
を
賜
り
有
り
》

一
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

》

》
県
板
事
務
局
は
、
８
月
旧
日
（
火
）
か
ら
８
月
》

》
旧
日
（
日
）
ま
で
休
ま
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
》

》
で
、
宜
敷
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

《

》
連
絡
事
項
は
恥
旺
ｌ
唖
１
１
７
３
３
へ
》

缶
＃
３
３
＃
＃
３
３
３
３
３
＃
＃
＃
＃
し

為
に
、
保
証
制
度
を
活
用

し
ま
し
よ
う
と
さ
れ
た
。

又
、
各
講
師
の
方
々
の
言

葉
に
も
あ
る
よ
う
に
、
も

う
経
験
と
勘
で
は
通
用
し

な
い
事
を
実
感
し
た
。
計

算
に
よ
る
裏
付
け
が
な
け

れ
ば
速
答
も
で
き
ま
い
。

官
庁
や
設
計
管
理
の
仕
事

を
し
よ
う
と
思
え
ば
、
思

う
ほ
ど
、
そ
う
い
っ
た
説

明
や
速
答
を
要
求
さ
れ
る
。

い
つ
ま
で
も
問
屋
さ
ん
を

あ
て
に
し
て
い
て
は
進
歩

が
あ
る
ま
い
。
計
算
の
出

来
る
、
出
来
な
い
、
保
証

制
度
が
出
来
る
、
出
来
な

い
、
板
金
業
者
は
今
後
差

が
で
る
だ
ろ
う
。
早
川
氏
、

斉
藤
氏
が
言
わ
れ
る
よ
う

に
、
こ
の
制
度
を
利
用
す

る
事
に
よ
っ
て
、
技
術
力

が
ア
ッ
プ
し
、
ア
ウ
ト
サ

イ
ダ
ー
の
締
め
出
し
に
も

つ
な
が
る
だ
ろ
う
。
私
個

人
も
小
さ
な
物
件
か
ら
、

愛

板金

愛

一
Ｊ
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平成８年度保証制度

関係講習会カリキュラム

６月理２日（土）

ｌ鋼板製屋根構法

(1)施工共通事項（銅材を含む）９０分

(2)屋根荷重

磯麓盤|い“
(3)屋根施工法

：鰻１１，，分
ｃ）波板葺

ｄ）一文字横葺，

６月２３日（日）

２雨樋施工法

#|綴。｜…
３施工共通事項用語の解説６０分

４保証制度 ６０分

５金属外装施工法１２０分

６質問 ３０分

蕊



度
関
係
の
講
習
会
は
以
前

か
ら
も
今
回
も
そ
う
だ
が

標
準
構
法
の
講
習
会
で
あ

り
日
頃
自
分
た
ち
が
施
工

し
て
い
る
作
業
の
基
本
を

も
う
一
度
勉
強
し
て
保
証

制
度
に
適
応
し
て
い
る
か

ど
う
か
、
保
証
制
度
で
は

こ
の
様
に
施
工
し
て
下
さ

い
と
の
基
本
を
勉
強
す
る

講
習
会
で
あ
り
、
聞
い
て

い
る
と
毎
日
し
て
い
る
作

業
の
こ
と
で
つ
ま
ら
な
い

と
思
う
。

し
か
し
、
一
般
工
事
で

は
通
常
施
工
し
な
い
ピ
ッ

チ
で
緊
結
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
部
分
や
、
他
に
も

約
束
事
が
あ
る
。
こ
の
講

習
会
は
保
証
制
度
関
係
で

あ
る
が
責
任
施
工
が
基
本

で
あ
り
そ
れ
に
共
同
保
証

事
業
を
行
う
こ
と
に
よ
り

組
合
員
の
社
会
的
地
位
と

信
頼
度
を
高
め
る
こ
と
が

目
的
で
あ
り
、
正
式
に
は

『
責
任
施
工
保
証
制
度
』

と
い
う
こ
の
制
度
を
活
用

で
き
る
者
は
愛
知
県
板
金

工
業
組
合
の
組
合
員
で

あ
っ
て
保
証
制
度
の
講
習

を
受
講
し
て
県
板
に
登
録

を
済
ま
せ
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
組
合
に

申
し
込
む
こ
と
に
よ
り
認

め
ら
れ
れ
ば
保
証
書
が
発

行
さ
れ
る
。
こ
の
様
に
講

習
を
受
講
し
た
者
を
対
象

と
し
て
保
証
書
が
発
行
さ

れ
る
の
で
受
講
し
て
い
な

い
組
合
員
や
愛
知
県
板
金

愛 平成８年７月１５日（２）第３０７号

(2)保険料

ｌ）算定の区分

愛
知
県
板
金
工
業
組
合

で
は
六
月
一
一
十
二
～
二
十

三
日
の
二
日
間
、
岡
崎
地

域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
た
。
、

こ
の
講
習
会
の
開
催
に

当
た
っ
て
は
昨
年
度
か
ら

東
三
支
部
か
ら
開
催
の
強

い
希
望
が
あ
り
二
月
十
六

日
の
技
術
研
究
委
員
会
で

（
以
下
、
技
研
委
員
会
）

協
議
六
月
頃
を
目
標
で
二

日
間
の
講
習
会
を
豊
橋
万

面
で
行
う
こ
と
に
決
定
し

た
。

五
月
九
日
の
技
研
委
員

会
で
は
講
習
会
を
職
業
訓

練
短
期
課
程
講
習
と
し
て

行
え
ば
県
の
補
助
が
受
け

ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
昨
年

同
様
、
岡
崎
の
地
域
職
業

訓
練
セ
ン
タ
ー
で
六
月
二

十
一
一
日
・
二
十
三
日
に
行

う
こ
と
に
決
定
。
講
習
内

容
、
ト
レ
ー
ナ
ー
の
受
け

持
ち
割
り
当
て
な
ど
を
協

議
し
た
。

五
月
は
全
板
大
会
や
総

代
会
や
理
事
会
な
ど
に
加

え
各
支
部
の
総
代
が
あ
り

今
年
度
二
回
目
の
技
研
委

員
会
は
六
月
十
一
日
に
行

い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
ト

レ
ー
ナ
ー
の
受
け
持
ち
受

講
者
の
申
込
状
況
な
ど
確

認
し
た
。
受
講
者
を
募
集

す
る
に
当
た
り
受
付
か
ら

締
め
切
り
ま
で
の
期
間
が

少
し
短
い
事
も
あ
り
一
寸

と
心
配
で
あ
っ
た
が
七
十

四
名
申
し
込
み
が
あ
っ
た
。

合計＝９，１００円

②外壁工事（１㎡あたり）………平成８年４月１日から適用

③雨とい工事（１ｍあたり）……平成８年４月１日から適用

例；1,500㎡の屋根工事の場合

300㎡までの部分…･･･…8.0×300＝2,400円
300㎡超～1,000㎡までの部分………6.0×700＝4,200円
1,000㎡超える部分………5.0×500＝2,500円

ロ．裁判費用・弁護士費用

ハ．損害保険軽減費用

4）補償期間

保証センターの発行する「保証書」に記載した保証期間。

但し、引渡し日から起算して次の期間を越えることはない。

①屋根の防水５年、②雨とい２年、③壁の防水５年

－
１
１

受
講
し
た
組
合
員
の
２
’
３

が
二
十
～
三
十
歳
代
の
若

い
組
合
員
で
あ
り
保
証
制

度
に
前
向
き
に
取
り
組
ん

で
い
こ
う
と
言
う
考
え
が

現
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。

★
昨
年
の
十
一
月
に
金
属

外
装
の
講
習
会
を
行
っ
た

が
、
参
加
し
た
組
合
員
か

ら
受
講
費
を
払
い
一
日
休

み
に
し
て
参
加
し
た
だ
け

の
価
値
が
な
か
っ
た
と
の

投
書
が
あ
っ
た
。
保
証
制

今
回
の
講
習
を
受
け
れ

ば
適
用
店
の
看
板
が
も
ら

え
る
か
と
議
題
に
な
り
組

合
の
方
針
で
多
く
の
組
合

員
に
保
証
制
度
を
活
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
今
回

二
日
間
の
講
習
を
受
講
し

た
事
業
所
に
は
看
板
を
実

費
で
製
作
す
る
こ
と
に
決

定
し
た
。

講
習
に
は
七
十
四
名
の

申
し
込
み
が
あ
っ
た
が
当

日
欠
席
が
あ
り
七
十
名
の

参
加
で
あ
っ
た
。
し
か
し

‐
『
’
’
一
‐
誉

越
保
一

う

証制

使って

度

板

～受講者７口名～

技術研究委員会

①補償限度額

◇ｌ事故2,000万円

（免責１，０００円）

◇期間中２，０００万円

②支払われる保険金

イ．財物の修理費用

ロ．裁判費用・弁護＝

工
業
組
合
員
以
外
の

板
金
店
と
は
社
会
に

対
す
る
信
頼
度
が
違

う
。
し
か
し
一
般
に

は
保
証
制
度
も
全
く

と
言
う
ほ
ど
知
ら
れ

て
い
な
い
の
で
こ
れ

を
機
会
に
今
回
講
習

会
を
受
講
し
た
組
合

員
も
含
め
て
一
人
で

も
多
く
の
組
合
員
が

保
証
書
の
申
請
を
す

る
こ
と
に
よ
り
自
意

識
を
高
め
合
わ
せ
て

社
会
的
地
位
が
向
上

す
る
よ
う
保
証
制
度

の
活
用
が
望
ま
れ
る
。

今
回
の
講
習
で
は

最
後
に
講
習
会
に
対

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を

受
講
者
全
員
に
提
出

し
て
も
ら
っ
た
。

そ
の
中
で
「
保
証

制
度
を
利
用
し
て
み

よ
う
と
思
い
ま
し
た

か
」
と
の
質
問
に

氾
・
３
％
の
受
講
者

が
利
用
し
て
み
た
い

と
解
答
し
て
い
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
ま
と

め
は
後
日
に
発
表
す

る
と
し
て
…
…
。

鷲
見

平
成
八
年
四
月
一

日
か
ら
保
険
料
も
安

く
な
り
補
償
限
度
額

も
上
が
っ
た
こ
と
で

よ
り
信
頼
度
も
上

が
っ
た
の
で
は
な
い

か
。一

覧
表
を
記
載
す
る
。

(1)賠償‘保険の内容

ｌ）保険金支払いの対象となる場合

施工を修了し、保証書とともに、顧客等に引き渡した後

に板金工事業者の施工上の欠陥により顧客等の財物に損害

を与えた次の場合

イ．所定の手続きにより、保証センターの保証書が発行

されている施工物件で保険料が払込まれていること。

ロ．工事が不完全であったことを保証センターが認定し

た故障であること。

２）保険金が支払われないもの

イ．工事が不完全だったことによる当該工事の再施工費

用。

ロ．板金工事の施工業者又は保証センターが損害保険会

社に不実の通知又は故意による通知の遅滞・脱漏が

あったもの。

ハ．事故の際、関係者の協力が得られなかった場合。

３）補償事項※期間中とは

２）適用保険料

上記の各態様に応じ単位あたりの適用保険料を次のとお

りとする。

但し、①各工事とも１件あたりの最低保険料は300円で

あること

②保険料は１０円未満を四捨五入し、１０円単位とす

ること

③屋根工事に伴う雨とい工事は雨とい部分の保険

料は不要とすること

①屋根工事（１㎡あたり）………平成８年４月１日から適用

区 分

用途、材料別に
よる区分なし

300㎡まで

８．０円

300㎡超～1,000㎡

６．０門

1,000㎡超

５．０．回

区分

用途、材料別に
よる区分なし

1.000㎡まで

５．０円

1,000㎡超

４．０円

対象

屋根の防水

の防水

雨とい

期佃

５年以内

２年以内

エ事の種別

①屋根工事

②外壁二事

③雨とい工事

算定根拠

施工面積

同一里

といの長さ

保険科

旅~r面積300㎡以下､300㎡を超え1,000㎡以下、
1,000㎡を超える各部分に区分する。

旅Ｔ簡菰1,000㎡以下とそれを超える部分に区
分する。

軒どい及び堅どいの延べ長さによる。

区分

区分なし

１ｍあたり

４円



で
は
、
一
万
人
を
下
回
り

ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て

類
似
災
害
が
多
く
、
分
析

し
て
見
る
と
、
転
落
、
墜

落
、
挟
ま
れ
、
感
電
な
ど

が
建
設
関
係
に
多
く
、
一

方
で
は
交
通
事
故
関
係
も

多
発
し
て
い
る
と
の
事
で

あ
る
、
こ
の
様
な
観
点
か

ら
今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

板(3)平成８年７月１５日 第３０７号

Ｊ
■

十全国安全週間
は
、
「
『
危
な
か
っ
た
』
は

赤
信
号
、
つ
み
と
ろ
う
職

場
に
潜
む
危
険
の
芽
」
と

な
っ
て
い
る
の
も
理
解
出

来
る
。い

わ
ゆ
る
作
業
中
に
於

け
る
ヒ
ャ
リ
ハ
ッ
ト
の
体

験
を
見
過
ご
す
こ
と
な
く
、

職
場
の
中
に
潜
む
危
険
因

子
を
排
除
す
る
事
に
よ
り
、

未
然
に
防
止
す
る
対
策
と

平
成
８
年
度
の
全
国
安

全
週
間
が
訪
れ
ま
し
た
。

「
人
間
尊
重
」
の
基
本
理

念
の
基
に
実
施
さ
れ
て
か

ら
第
開
回
を
迎
え
る
事
と

な
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
職

場
に
お
け
る
積
極
的
な
安

全
活
動
に
よ
り
、
安
全
水

準
が
着
実
に
向
上
し
て
き

て
お
る
中
で
、
な
お
数
多

７月１日し７日準備期間６月１日し３０日

本
年
度
は
、
第
州
回
全

国
建
築
板
金
業
者
大
会
参

加
を
兼
ね
、
総
会
及
び
親

睦
旅
行
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

５
月
ｕ
日
江
南
駅
前
東

ロ
ー
タ
リ
ー
に
集
合
。
参

加
者
四
名
（
女
性
３
名
）

に
て
８
時
帥
分
出
発
す
る

は
ず
が
、
何
か
の
手
違
い

で
１
名
姿
が
見
え
ず
。
役

員
さ
ん
、
携
帯
電
話
で
彼

方
こ
ち
ら
に
連
絡
、
過
分

ほ
ど
し
て
、
な
ん
と
か
連

絡
が
取
れ
、
途
中
乗
車
す

る
事
で
出
発
に
漕
ぎ
着
け
た
。

車
中
、
石
井
輝
憲
支
部

長
の
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の

中
で
こ
の
大
会
に
お
い
て

当
支
部
で
い
ろ
い
ろ
活
躍
、

ご
援
助
頂
い
て
い
る
、
菱

川
浩
延
氏
の
表
彰
の
件
が

発
表
さ
れ
た
。

途
中
、
多
賀
Ｓ
・
Ａ
で

休
息
し
、
大
会
の
行
わ
れ

る
大
津
に
向
か
っ
た
。

大
津
Ｉ
．
Ｃ
を
降
り
、

道
の
所
々
の
立
て
看
板
と

大
会
ス
タ
ッ
フ
に
迎
え
ら

れ
会
場
と
な
る
琵
琶
湖
湖

畔
の
大
津
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

「
危
な
か
っ
た
」
は
赤
信
号

つ
み
と
ろ
う
職
場
に
潜
む
危
険
の
芽

…鰯…
･琵誇Z露霧

で．.~霧'"
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全
国
安
全
週
間

私
共
の
業
界
も
危
険
作

業
が
多
く
、
災
害
に
遭
遇

さ
れ
悩
み
、
苦
し
ん
で
い

る
仲
間
達
が
存
在
す
る
と

見
聞
す
る
時
、
悲
惨
な
思

◆
江
南
支
部
◆

「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に

や
っ
て
く
る
」

沼
犀

慌
た
だ
し
く
入
浴
後
宴
会
、

宴
会
の
席
上
、
菱
川
夫
妻

か
ら
本
日
表
彰
に
対
し
て

の
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

日
頃
の
疲
れ
も
忘
れ
、
ア

ル
コ
ー
ル
に
さ
そ
わ
れ
、

仕
事
の
話
、
趣
味
の
話
、

カ
ラ
オ
ケ
等
で
宴
も
盛
り

上
が
っ
た
。
９
時
頃
に
お

開
き
と
な
り
夜
の
ネ
オ
ン

街
へ
繰
り
出
し
た
人
も

あ
っ
た
と
か
。

翌
日
（
胆
日
）
は
女
中

さ
ん
達
に
見
送
ら
れ
る
中

旅
館
を
後
に
し
、
小
松
市

に
あ
る
日
本
自
動
車
博
物

館
を
訪
れ
た
。
こ
こ
に
は

二
輪
車
、
乗
用
車
、
ト
ラ
ッ

ク
な
ど
昔
懐
か
し
い
国
産

車
・
外
国
車
が
約
知
台
、

３
Ｆ
建
て
の
建
物
所
狭
し

と
展
示
さ
れ
て
い
る
。
（
何

時
で
も
エ
ン
ジ
ン
を
動
か

し
運
転
で
き
る
様
に
整
備

さ
れ
て
い
る
。
）

昔
の
映
画
で
見
る
よ
う

な
車
、
ニ
ュ
ー
ス
・
映
画

な
ど
若
か
か
り
し
頃
見
た

車
、
又
自
分
達
が
乗
っ
た

車
、
世
界
の
歴
史
を
作
っ

て
き
た
車
（
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
の
時
の
ジ
ー
プ
等
）
そ

の
時
代
を
思
い
出
さ
せ
て

く
れ
、
時
間
が
短
く
感
じ

ら
れ
た
。

云
え
よ
う
。

私
達
の
作
業
環
境
を
思

い
浮
べ
る
時
、
先
づ
は
、

服
装
・
保
護
具
・
設
備
の

簡
素
化
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

の
省
略
・
無
資
格
に
よ
る

操
業
・
合
図
の
不
徹
底
な

ど
な
ど
数
多
く
の
問
題
点

が
指
摘
さ
れ
よ
う
。

日
頃
は
忙
し
さ
に
追
わ

れ
感
心
が
薄
れ
が
ち
な
今

く
の
労
働
災
害
の
発
生
を

感
知
す
る
と
き
、
災
害
の

原
因
の
究
明
が
求
め
ら
れ

る
事
と
な
ろ
う
。

愛
知
県
内
で
は
昨
年
末

ま
で
の
結
果
を
み
る
時
、

駈
名
の
尊
い
命
が
失
な
わ

れ
て
い
る
と
云
う
残
念
な

現
況
と
な
っ
て
い
る
。
一

方
４
日
以
上
の
休
業
災
害

》
率

Z診捧

－２ダ

§；
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端
に
至
る
ま
で
、
再
認
識

を
自
覚
さ
せ
、
作
業
環
境

を
整
え
、
将
来
に
向
っ
て

無
事
故
。
無
災
害
で
望
み

た
い
も
の
で
す
。

パ
ス
に
戻
っ
て
か
ら
の

皆
々
の
会
話
は
若
い
頃
に

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
車
の

講
演
会
が
開
か
れ
て
い
た
。

（
例
え
ば
、
二
輪
車
の
横

に
車
を
付
け
そ
こ
に
荷
物

を
乗
せ
仕
事
に
行
っ

た
。
）三

輪
車
の
運
転
は
今
の

よ
う
な
丸
ハ
ン
ド
ル
で
な

く
棒
の
よ
う
な
ハ
ン
ド
ル

な
の
で
非
常
に
難
し
か
っ

た
。
）芝

政
で
昼
食
。
芝
政
と

言
え
ば
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
。

昼
食
を
終
え
る
と
早
速

腕
自
慢
達
は
パ
タ
ー
ゴ
ル

フ
場
へ
、
１
時
間
後
暑
さ

と
疲
れ
で
汗
一
杯
で
お
帰

り
。
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

バ
ス
の
中
で
は
お
昼
寝
。

芝
政
を
後
に
し
、
越
前

海
岸
を
通
り
、
途
中
魚
市

場
な
ど
に
よ
り
買
物
ツ

ア
ー
を
し
、
６
時
頃
無
事

江
南
駅
に
到
着
し
、
明
日

か
ら
の
健
闘
を
誓
い
あ
い

解
散
し
た
。

機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら

一
度
日
本
自
動
車
博
物
館

を
訪
れ
て
若
き
頃
に
タ
イ

ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

江
南
石
川

い
が
つ
の
り
、
一
日
も
早

く
再
起
さ
れ
る
様
願
う
も

の
で
す
。
こ
れ
ら
の
問
題

解
決
に
当
っ
て
は
、
事
業

主
並
び
に
働
く
人
々
の
末

ル
ヘ
向
か
う
。
（
そ
の
前

に
三
井
寺
で
昼
食
を
取
る
。

三
井
寺
参
拝
も
忘
れ
ず

に
）

会
場
駐
車
場
に
は
、
各

県
板
の
バ
ス
が
す
で
に
つ

め
か
け
て
お
り
、
屋
外
会

場
に
は
、
各
機
械
メ
ー

カ
ー
、
商
社
等
各
々
が
い

ろ
い
ろ
思
考
を
施
し
展
示

活
動
を
行
な
っ
て
お
り
、

活
気
に
満
ち
て
い
た
。

展
示
場
に
行
く
者
、
大

会
式
典
会
場
に
向
か
う
者
、

そ
れ
ぞ
れ
に
分
か
れ
業
者

大
会
を
楽
し
ん
だ
。

３
時
に
駐
車
場
に
集
合

し
、
今
夜
宿
泊
す
る
加
賀

山
代
へ
と
バ
ス
を
進
め
た
。

（
車
中
は
大
会
場
で
買
物

し
た
荷
物
で
ギ
ッ
シ
リ
）

道
程
が
か
な
り
あ
り
到

着
し
て
か
ら
の
時
間
が
取

れ
な
い
た
め
車
中
で
総
会

を
開
き
、
例
年
の
ご
と
く

行
事
は
無
事
終
了
し
後
は

カ
ラ
オ
ケ
の
オ
ン
パ
レ
ー

ド
（
ア
ル
コ
ー
ル
も
進

む
）

６
時
頃
旅
館
に
到
着
。

日
こ
の
頃
で
は
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
手
法
を
安
全
週

間
中
に
採
用
し
、
元
請
・

工
務
店
な
ど
で
実
施
さ
れ

る
安
全
大
会
を
通
じ
て
、

研
讃
さ
れ
る
事
が
望
ま
し

く
、
大
い
に
成
果
が
得
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
、
又

最
寄
り
の
基
準
協
会
に
お

尋
ね
し
、
助
言
を
仰
ぐ
の

も
手
段
と
云
え
よ
う
。

愛

.÷宅｡：

「
親
睦
旅
行
」



壮
王
王
王
壬
記
王
王
王
壬
王
王
王
王
王
王
王
王
王
王
王
王
王
王
王
王
洋

帯
安
全
は
自
分
で
す
る
も
の
帯

板第３０７号 平 成 ８ 年 ７ 月 １ ５ 日 （ ４ ）

⑭

昭
和
支
部

７
日
支
部
例
会
岨
名

中
川
港
支
部

酪
日
Ｐ
Ｌ
法
講
習
会

泌
名

一
宮
支
部

四
日
青
年
部
例
会
哩

名

津
島
支
部

５
日
定
例
会
賜
名

小
牧
支
部

８
日
会
合
６
名

碧
南
支
部

肥
日
青
年
部
定
例
会

豊
田
支
部

８
日
第
３
回
役
員
．

入
梅
の
シ
ー
ズ
ン
が
訪

れ
、
蒸
し
暑
く
水
飢
鯉
の

心
配
が
懸
念
さ
れ
そ
う
な

シ
ー
ズ
ン
、
気
分
も
一
新

し
て
献
血
活
動
に
と
、
知

多
支
部
は
恒
例
の
企
画
と

賦血・苧樵

知
多
支
部

「
献
血
で
わ
か
る

体
の
情
報
」

四

て
い
る
の
で
は
な
い
か
」

と
推
測
し
て
い
る
。

☆
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

Ｐ
Ｏ
ｔ
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ａ
ｌ

・
可
能
な
・
潜
在
的パ

パ

良
湖
カ
ン
ト
リ
ー

Ｃ
、
Ｃ
・
が
改
装
中
の
為
、

近
く
の
レ
ス
ト
ラ
ン
黒
潮

で
行
な
わ
れ
海
の
幸
に
舌

鼓
し
な
が
ら
の
表
彰
式
で

し
た
。

結
果
は
・

優
勝
笹
野
武
夫

準
優
勝
小
林
清
夫

３
位
小
松
大
三

の
各
氏
で
し
た
。東

三
吉
田

し
て
去
る
６
月
哩
日
（
水
）

午
後
一
時
よ
り
、
㈱
武
豊

屋
様
の
ご
好
意
を
迎
ぎ
実

施
さ
れ
た
。
当
日
は
天
候

に
恵
ま
れ
最
適
、
今
回
の

提
供
者
は
す
べ
て
、
“
に

，迂廿謡為",~″

愛

先
日
、
友
人
の
葬
儀
に

参
列
し
ま
し
た
。
彼
は
腕

の
い
い
大
工
さ
ん
で
し
た
。

奥
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
高

校
生
中
学
生
の
子
供
さ
ん

を
残
し
て
姻
才
の
若
さ
で

逝
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ご
家
族
の
樵
惇
し
き
っ
た

姿
を
見
る
と
、
．
い
い
が
た

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

原
因
は
筋
か
い
を
入
れ

る
作
業
中
、
一
階
の
梁
か

ら
落
下
し
ま
し
た
。
瓦
屋

さ
ん
が
、
下
準
備
を
し
て

い
た
ら
、
何
か
音
が
し
た

の
で
、
の
ぞ
い
て
見
た
ら

頭
か
ら
血
を
流
し
て
い
た

と
の
事
で
し
た
。
救
急
車

を
呼
び
隊
員
が
車
に
の
せ

る
時
に
は
瞳
孔
が
開
い
て

た
そ
う
で
す
。
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
着
帽
し
て
い
た
か
ど

う
か
は
知
り
ま
せ
ん
が
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
が
保
護
す
る

よ
う
な
状
態
で
の
落
下

だ
っ
た
ら
、
多
分
、
死
な

ず
に
す
ん
だ
の
で
は
な
い

か
、
と
思
え
ば
思
う
ほ
ど
、

残
念
で
な
ら
な
い
の
で
す
。

平
成
８
年
４
月
の
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
の
結
果
を
見

ま
す
と
、
汀
現
場
の
う
ち

弱
件
で
ヘ
ル
メ
ッ
ト
未
使

用
の
結
果
が
出
て
ま
す
。

昔
と
違
っ
て
、
今
は
安
全

衛
生
が
重
視
さ
れ
る
時
代

で
す
。
又
、
人
に
言
わ
れ

て
す
る
も
の
で
も
な
い
の

６
月
６
日
梅
雨
空
の
合

い
間
を
ぬ
っ
て
、
う
す
曇

の
中
、
６
月
に
し
て
は
く

も
り
、
暑
く
な
く
、
い
い

ゴ
ル
フ
日
和
り
で
し
た
。

今
日
の
伊
良
湖
シ
ー
サ
イ

ド
Ｑ
Ｃ
・
は
コ
ウ
ラ
イ
グ

リ
ー
ン
で
海
に
近
い
た
め
、

け
つ
こ
う
芝
目
が
強
く
、

グ
リ
ー
ン
は
遅
い
し
、
ベ

ン
ト
に
慣
れ
て
る
皆
さ
ん
、

グ
リ
ー
ン
で
苦
労
し
た
よ

う
で
す
。
表
彰
式
は
、
伊

チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
頂
き
成

果
を
収
め
た

が
、
今
一

歩
？
企
画
担

当
者
は
毎
回

頭
痛
の
種
は
、

Ｐ
．
Ｒ
と
粗

品
の
選
定
で

は
な
か
っ
た

か
、
「
と
も

し
び
を
絶
や

す
こ
と
な

く
」
継
承
す

る
の
も
大
変

で
は
あ
る
が
、

永
遠
に
と
願

う
も
の
で
あ

る
。

沼
樺

班
長
会
岨
名

理
日
建
設
連
合
会
々

員
の
会
議
皿
名

西
尾
支
部

四
日
支
部
役
員
会

泌
日
青
年
部
定
例
会

訂
日
夫
婦
グ
ル
メ
ッ

ア
ー
日
間
賀
型
名

東
三
支
部

１
日
定
例
会
鴫
名

６
日
東
板
会
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
伊
良
湖

カ
ン
ト
リ
ー
配
名

妬
日
三
役
会
６
名

岡
崎
支
部

凪
日
役
員
会
加
名

６
月
名
支
部
の
動
き

つ
い
て
、
労
働
省
で
は
、

「
災
害
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が

重
く
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
い
っ
た
ん
災
害

が
発
生
す
る
と
死
亡
災
害

に
つ
な
が
り
や
す
ぐ
な
っ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

韓
宇
土
王
〒
土
手
土
》
土
》
土
午
土
ヤ
エ
エ
本
土
〒
土
〒
土
手
土
〒
工
手
土
帝
士
〒
土
〒
土
〒
土
｝
土
〒
土
手
土
〒
土
干
土
〒
土
誰

篇
編
集
後
記

過
日
、
閣
議
決
定
に
よ

り
平
成
九
年
四
月
よ
り
消

費
税
々
率
が
五
％
に
引
上

げ
ら
れ
る
事
に
な
っ
た
。

緩
や
か
に
景
気
の
回
復

が
見
込
ま
れ
る
と
の
政
府

見
解
か
ら
、
一
時
凍
結
さ

れ
て
い
た
税
率
引
上
げ
が

本
決
ま
り
に
な
り
約
五
兆

円
の
税
増
収
が
見
込
ま
れ

る
そ
う
だ
が
、
日
本
の
実

質
経
済
成
長
率
は
平
成
八

年
度
の
政
府
見
通
し
で
も

二
．
五
％
に
過
ぎ
な
い
。

こ
の
様
な
低
成
長
の
時
に

国
民
は
抵
抗
も
な
く
単
順

に
受
入
れ
ら
れ
る
だ
ろ
う

か
。
そ
れ
と
も
お
上
の
や

る
事
に
間
違
い
は
な
い
と

思
わ
れ
る
だ
ろ
う
か
。

民
間
経
済
研
究
機
関
の

各
社
も
、
増
税
に
よ
る
消

費
抑
制
効
果
が
働
き
需
要

断
層
が
表
面
化
し
て
実
質

消
費
の
低
迷
の
回
復
は
長

期
に
わ
た
る
、
と
指
摘
し

て
い
る
。

弱
者
救
済
は
掛
け
声
ば

か
り
で
改
革
の
進
ま
な
い

政
治
体
質
は
、
住
専
処
理

な
ど
世
論
の
大
き
な
批
判

の
有
る
中
で
、
再
び
金
融

・
財
政
・
政
策
失
敗
の
ツ

ケ
を
国
民
に
回
さ
れ
て
は

た
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

六
月
二
十
八
日
金
曇

三
○
七
号
編
集
会
議

委
員
五
名
出
席

午
後
五
時
半
終
了
③

第
釦
回
東
板
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

で
す
ｃ
自
分
の
身
は
自
分

で
守
る
も
の
な
の
で
す
。

統
計
を
見
る
と
、
事
故
や

ケ
ガ
の
卯
％
は
不
注
意
か

ら
お
こ
る
も
の
で
、
も
ら

い
事
故
は
ほ
ん
の
数
％
し

か
な
い
の
で
す
。
我
々
の

仕
事
は
危
険
と
隣
合
せ
の

仕
事
な
ん
だ
と
再
認
識
し

ま
し
た
。
友
人
の
死
と
い

う
犠
牲
の
も
と
に
、
合
掌
。

労
働
省
が
ま
と
め
た
平

成
７
年
１
年
間
の
労
働
災

害
発
生
状
況
（
２
月
皿
日

現
在
の
速
報
値
）
に
よ
る

と
建
設
業
の
死
亡
労
働
災

害
は
、
４
年
ぶ
り
に
、
千

人
を
突
破
し
た
。
前
年
（
速

報
値
）
と
比
べ
町
人
、
ｎ

％
の
増
の
千
六
人
と
な
り

同
省
で
は
、
建
設
業
界
、

建
設
各
企
業
に
対
し
て

「
も
う
一
度
、
原
点
に
か

え
っ
て
安
全
管
理
を
見
直

し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か

け
て
い
る
。
死
亡
労
働
災

害
千
六
人
の
う
ち
約
四
割

が
墜
落
災
害
と
あ
る
。
昨

年
一
年
間
の
建
設
業
の
死

傷
災
害
発
生
状
況
（
７
年

皿
月
末
現
在
）
は
、
死
傷

者
数
が
三
万
七
千
四
百
十

四
人
で
前
年
と
比
べ
二
千

六
四
七
十
四
人
、
六
、
七

％
の
減
少
。

死
傷
災
害
が
減
少
し
て

い
る
一
方
で
、
死
亡
災
害

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
に


